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福
祉
・
健
康

高
齢
者
家
庭
介
護
教
室

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

時　

２
月
１6
日
㈯　
１０
時
～
１6
時

場　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

題　
①
講
義
「
認
知
症
の
基
礎
理

解
と
ケ
ア
」、
②
演
習
「
体
位
変

換
と
移
乗
の
介
助
」

内　
①
認
知
症
の
代
表
的
な
中
核

症
状
な
ど
を
理
解
し
な
が
ら
、
認

知
症
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
基
本
を
学
び
ま
す
。
②
ベ

ッ
ド
上
で
の
体
位
変
換
や
、
ベ
ッ

ド
か
ら
車
い
す
へ
の
移
乗
介
助
に

つ
い
て
体
験
し
ま
す
。

講　
①
尾
野
大
輔
氏
（
介
護
支
援

専
門
員
）、
②
飯
島
佳
代
氏
（
看

護
師
）

定　
2０
人
（
先
着
順
）

問
申
　
１
月
１6
日
㈬
か
ら
28
日
㈪

ま
で
に
、「
ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ

ミ
ナ
ー
」
希
望
、
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

来
場
手
段
を
電
話
（
62
‐
１
０
６

３
）、
ＦＡＸ
（
24
‐
２
４
６
６
）、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
直
接
、
長
寿
課
（
〒

448
‐
８
５
０
１　

刈
谷
市
役
所
）

へ
。

	

２
日
間
限
定
！

託
児
付
げ
ん
き
度
測
定	

時　
3
月
5
日
㈫
・
7
日
㈭　
９

時
１５
分
～
１2
時

場　
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
（
総
合
健
康

セ
ン
タ
ー
３
階
）

内　
問
診
、
食
事
・
身
体
・
体
力

チ
ェ
ッ
ク
、
結
果
説
明

定　
各
５
人
（
先
着
順
）

￥　
500
円

他　
カ
ン
ガ
ル
ー
ル
ー
ム
で
１
歳

以
上
の
未
就
学
児
を
お
預
か
り
し

ま
す
。

問
申
　
1
月
１8
日
㈮
か
ら
2
月
１１

日
㈪
ま
で
に
、
電
話
（
2３
‐
８
８

７
８
）
で
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
へ
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

対
象
者
と
申
請
方
法

対　
次
の
精
神
障
害
の
た
め
長
期

に
わ
た
り
日
常
生
活
や
社
会
生
活

に
制
約
が
あ
り
初
診
か
ら
６
か
月

以
上
経
過
し
た
人
▼
統
合
失
調
症

▼
う
つ
病
、
そ
う
う
つ
病
な
ど
気

分
障
害
▼
て
ん
か
ん
▼
薬
物
や
ア

ル
コ
ー
ル
に
よ
る
急
性
中
毒
ま
た

は
依
存
症
▼
高
次
脳
機
能
障
害
▼

発
達
障
害
（
自
閉
症
、学
習
障
害
、

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
な
ど
）
▼

そ
の
他
の
精
神
疾
患
（
ス
ト
レ
ス

関
連
障
害
な
ど
）

申　
印
鑑
、
写
真
（
手
帳
へ
添
付

す
る
場
合
）、
個
人
番
号
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
来
庁
者
の

身
元
確
認
書
類
、
手
帳
申
請
用
診

断
書
ま
た
は
障
害
年
金
証
書（「
精

神
障
害
に
基
づ
く
障
害
年
金
」
が

確
認
で
き
る
も
の
）
と
直
近
の
振

込
通
知
書
（
直
近
の
年
金
が
振
り

込
ま
れ
て
い
る
預
金
通
帳
も
可
）

を
持
参
し
、
本
人
ま
た
は
代
行
者

（
家
族
、
医
療
機
関
関
係
者
な
ど
）

が
直
接
、
福
祉
総
務
課
へ
。

判
定
方
法　
１
級
（
重
度
）
～
３

級
（
軽
度
）
で
愛
知
県
知
事
に
よ

り
判
定
さ
れ
ま
す
。

※
判
定
に
は
３
か
月
程
度
か
か
り

ま
す
。

他　
更
新
は
２
年
ご
と
で
、
手
続

き
は
３
か
月
前
か
ら
で
き
ま
す
。

問　
福
祉
総
務
課
（
☎
62
‐
１
２

０
８
）

お
知
ら
せ

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
策

ご
存
じ
で
す
か
？

育
児
・
介
護
休
業
法　
　

　
育
児
・
介
護
休
業
法
で
は
、
家

族
の
介
護
を
行
う
労
働
者
が
利
用

で
き
る
介
護
休
業
制
度
（
要
介
護

状
態
の
家
族
介
護
の
た
め
、
対
象

家
族
１
人
に
つ
き
通
算
9３
日
、
３

回
ま
で
分
割
取
得
が
可
能
）
や
、

介
護
の
た
め
の
所
定
労
働
時
間
短

ご協力
　ありがとうございました
日本赤十字社活動資金（社資）
　皆さまからお寄せいただいた活動
資金（社資）は、日本赤十字社で災害
救護活動、血液事業などに役立てら
れています。
　30年度刈谷市地区活動資金（社資）

総額14,124,874円
問　生活福祉課（☎62‐１０３８）

縮
措
置
や
残
業
の
免
除
、
半
日
単

位
の
取
得
が
可
能
な
介
護
休
暇
制

度
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
と
労
働
者
は
、
育
児
・

介
護
休
業
法
の
趣
旨
・
内
容
を
理

解
し
、
制
度
の
活
用
と
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
 HP

へ
。

問　
愛
知
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
部
指
導
課
（
☎
052
‐
857
‐
０
３

１
２
）31

年
度
刈
谷
市
奨
学
生

　
刈
谷
市
奨
学
会
で
は
、
高
等
学

校
に
進
学
ま
た
は
在
学
す
る
生
徒

に
対
し
、奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

対　
市
内
在
住
で
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
高
等
学
校
に
進
学
ま
た
は

在
学
し
、
学
力
優
秀
、
心
身
共
に

健
全
か
つ
経
済
的
事
情
か
ら
修
学

困
難
な
人
。
た
だ
し
、
愛
知
県
お

よ
び
そ
の
他
の
団
体
の
育
英
対
象

（
奨
学
生
）
と
な
る
人
を
除
く
。

支
給
金
額　
月
額
９
千
円

※
支
給
は
年
３
回

申　
中
学
校
在
学
の
場
合
は
３
年

生
の
２
月
中
（
学
校
が
指
定
す
る

日
ま
で
）
に
、
申
請
書
を
在
学
中

学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
詳

し
く
は
、
各
学
校
の
奨
学
金
担
当

の
先
生
へ
）。

※
高
等
学
校
在
学
の
場
合
は
学
校

教
育
課
内
刈
谷
市
奨
学
会
事
務

局
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
申
請
時
点
に
在
学
し

て
い
る
学
校
長
か
ら
推
薦
を
受
け

た
人
に
つ
い
て
、
所
得
状
況
（
３０

年
度
課
税
所
得
）
な
ど
の
審
査
後

に
、
刈
谷
市
奨
学
会
理
事
会
で
決

定
し
ま
す
。

問　
刈
谷
市
奨
学
会
事
務
局
（
☎

62
‐
１
０
３
５
）


